
平成３１年度第１回熊谷市男女共同参画審議会概要

Ⅰ 日 時 平成３１年４月２５日（木）午後２時から午後３時５分まで

Ⅱ 場 所 男女共同参画推進センター「ハートピア」会議室

Ⅲ 次 第

１ 開会

２ 挨拶

３ 議題

(1) 平成３０年度事業報告について

(2) 平成３１年度事業計画（案）について

(3) 平成３０年度男女共同参画推進センター利用状況について

(4) その他

４ 閉会

Ⅳ 委 員 (出席委員 敬称略)

原田壽子、山内 惠、須長民子、杉田茂実、髙木久美子、

澤田真弘、清水扶美江、秋元留美子、濱田由範、川村達也

事務局 市民部長、男女共同参画室長、男女共同参画室職員

Ⅴ 会議の概要

司会 男女共同参画室長

１ 開会

欠席者の報告

２ 挨拶

市民部長

日頃から 市政各般にわたり、御指導、御協力をいただき、お礼を申し上げる。昨

年度、皆様の御協力により、第２次熊谷市男女共同参画推進計画の策定を無事終え

ることができ、改めて感謝申し上げる。今年度から女性活躍推進計画を含む新たな

計画のもと、市民・事業者と行政が一体となって、男女共同参画社会の実現に向け、

諸施策を推進していく。本日は、平成３１年度事業計画等について御審議いただき、

今後とも、男女共同参画社会の実現に向け御協力をお願いしたい。



原田会長

プラン策定に御協力いただき感謝申し上げる。女性議員の数も増え、日本も少し

ずつ変わりつつあると感じるが、男女共同参画社会にはまだ遠いと考えている。今

年もフォーラムへの御協力をお願いするとともに、市の男女共同参画がさらに推進

されることを願う。

３ 議題

議事について、審議会規則第３条第１項の規定により、原田会長が進行。

(1) 平成３０年度事業報告について

（事務局）

平成３０年度事業について、審議会の開催、男女共同参画社会実現に向けた啓発

事業、社会活動への参加促進事業、ＤＶ相談等への対応等について、報告。

（意見、質問等）

（委員）

ＤＶ相談の数は、昨年度と比較し、どう変化しているのか。

（事務局）

ＤＶ相談に関して、今年度１０９件に対し、２９年度１１１件でほぼ同数。回数

は、今年度２０５回に対し２９年度１７０回で、増加している。複雑なケースも多

く同じ方からの相談が増えている。

（委員）

内容が複雑多岐に渡るケースが増えているようである。相談に来られるだけでも

今後の対応を考えられ救いがある。今後も適切な相談対応、啓発に努めてほしい。

報告承認。

(2) 平成３１年度事業計画（案）について

（事務局）

審議会の開催、男女共同参画社会実現に向けた啓発事業、社会活動への参加促進

事業、ＤＶ相談等への対応等、説明。フォーラムくまがやの講演（講師候補者）に

ついて、委員の意見に基づき調整を図っていく旨、併せて説明。

（委員）

男女共同参画推進表彰の対象となりうる個人、団体について、今後、あらためて

確認していきたい。

（委員意見交換）フォーラム講師候補者、オープニングステージについて。

（委員）

男女共同参画の推進に資することを目的に開催する、フォーラムに多くの人に集

まっていただくために、テレビで話題になっている著名な方を講師として考慮して

いくことも必要である。また、参加される方は、比較的高い年齢層になり、２０代、

３０代は少なく、若い人たちが興味をもってもらえる内容も検討しなければならな

い。市民の関心と専門的な分野とのバランスは常に意識していく必要がある。



計画案承認。

フォーラム講師候補者等は、今後、事務局で調整を依頼していく旨、承認。

(3) 平成３０年度男女共同参画推進センター利用状況について

（事務局）

平成３０年度から定員７８人となった会議室について、利用率７９．１パーセン

ト、稼働率５０．３パーセント。引き続き同室を管理していく旨、説明。

（委員）

現在の利用状況において、会議室利用希望者から、希望する日に部屋が空いてい

ないことについて苦情はないか。

（事務局）

昨年度は概ね円滑に利用いただいたが、今年度については、統一地方選挙、今後

予定されている県知事選挙、参議院議員選挙の期日前投票所として利用するため、

会議室利用の希望に添えない面が出てきている。今後も適切な運営に努めていきた

い。

報告承認。

(4) その他

（事務局）

フォーラムくまがやへの協力のお願い。

４ 閉 会

＊傍聴人なし

問い合わせ先（所管課）

男女共同参画室 電話０４８－５９９－００１１


